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患者の権利を尊重した医療の実践
安全・安心と信頼の医療の遂行
高度に専門化されたチーム医療の推進
地域の医療・保健・福祉・教育機関との連携
親とこどもが一体となった治療の推進
こどもへの愛とまことに満ちた医療人の育成
医療ボランティアとの協調による患者サービスの向上
継続的な高度専門医療提供のための経営の効率化
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周産期・小児医療の総合施設として、母とこどもの高度専門医療を通じて、
親と地域社会と一体になってこどもたちの健やかな成長を目指します。
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　こども病院検査部は、2021年１月にISO 15189
の認定を取得しました（小児専門施設としては３番
目）。
　ISO 15189とは、臨床検査に特化した国際規格で
あり、臨床検査データの信頼性とそれを生み出す能
力がある組織であるかどうかを第三者機関が評価し
認定する制度です。この認定を取得したことにより、
患者さんや医師から信頼される検査結果を報告でき
る臨床検査室と認められました。
　ISO15189では、検査結果に影響を及ぼすあらゆ
るものを文書化し、記録をとり、保管管理すること
が要求されています。認定取得までの道のりは大変
な労力と時間を要し、スタッフの努力は計り知れな
いものでありました。しかし、検査部スタッフ全員
が共通の目標に向かって取り組んだことは、組織運
営における大きなエネルギーとなったと思っていま
す。ISO15189の目的は認定取得そのものではなく、
ISOのツールを用いていかに業務改善を進めていく

ISO 15189の認定を取得しました

かにあります。今まで以
上に品質の維持・向上に
努め、患者さんのために
より良い検査データを提
供できる臨床検査室とし
て、継続的に改善を進め
ていきたいと思います。

感染拡大防止のため、繰り返し行われた行

動規制によって、大人だけでなくこどもに

も大変なストレスがかかっています。今後

ワクチン接種が広く行き渡り、コロナ以前

の生活に早く戻れることを期待しながら広

報活動を推進して参ります。（T.K）

　令和３年４月１日付で、中尾秀人先生の後任とし

て院長に就任しました飯島一誠です。就任に際し一

言ご挨拶を申し上げます。

　兵庫県立こども病院は、総合周産期母子医療セン

ター、小児救命救急センター、小児がん医療センター、

小児心臓センターなどを中心に、こどもとご家族を

支える“最後の砦”として、24時間体制の診療を行っ

ています。急性期の高度な集学的治療を行うと同時

に、長期にわたり疾患とともに生活していくこども

たちとご家族に対する支援と癒しの場としての機能

も併せ持つように、集中治療機能の強化、救急医療

体制の整備、在宅療養移行支援病棟や地域連携部門

などの充実に努めています。

　兵庫県のみならず全国の患者さんを視野に入れ、

小児がん拠点病院として、隣接する神戸陽子線セン

ターと連携し高度な小児がん医療を展開するととも

に、兵庫県アレルギー疾患拠点病院として、難治性

アレルギー疾患に対する最新の医療も提供していま

す。さらには、原因不明の疾患の原因を遺伝学的に

解明する未診断疾患イニシアチブ（Initiative on 

Rare and Undiagnosed Diseases, IRUD）の協力

病院として、染色体や遺伝子に原因がある様々な病

気を持つ患者さんの診療や遺伝相談などにも力を入

れています。

　最近の医学の進歩は目を見張るものがあり、これ

まで治らないと考えられていた小児の難病に対して

も有効な治療法が次々と開発されています。我々は、

小児・周産期医療のプロフェッショナルとして、そ

のような最新・最良の治療を提供するだけでなく、

近接する神戸大学や神戸理研などの研究機関との連

携をさらに深め、い

まだに原因も分から

ず治療法もない難病

に苦しむこどもたち

やそのご家族に明る

い希望を与えられる

ような研究を行い、

情報発信していきた

いと考えています。
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　私の息子、陸人は３歳の時に難病と診断されま
した。現在は数値が正常値になり、元気に小学校
に通いながら再発防止の為に通院治療をしていま
すが、病気がわかってから約３年半の間は手術と
治療で入退院を繰り返していて、ほとんど家と病
院の往復の生活でした。
　現在、陸人はＮＰＯ法人 Being ALIVE Japanの
長期療養児入団プログラムに参加し、NTTドコモ
レッドハリケーンズというラグビーチームの一員
として活動させてもらっています。月に数日です
が、チームの練習に参加したり試合の応援に行っ
たり、グッズの製作や販売など様々な活動を通し
て、チームの皆さんと一緒にたくさんの経験をさ
せてもらっています。辛くて大変だった闘病生活
を乗り越えてのこの貴重な経験なので、尚更全て
のことが新鮮なチャレンジで、こんな日がくれば
いいなと願っていたことが現実になり、親子で楽
しみながら感謝して参加させてもらっています。
　陸人が初めてこども病院に入院した時は極度の
人見知りで、私がずっと傍にいないといけないよ
うな状態でした。でも主治医の先生方や看護師さ
ん、保育士さんやスタッフの方々、お友達がとて
も親切に明るく接してくださったので、陸人もだ
んだん心を開いて入院生活をマイペースに楽しめ
るようになっていきました。保育園にはほぼ通え
なかったけれど、病院で陸人の成長をずっと見
守ってもらえたことはとても幸せだったと感じて
います。そして、私も話を聞いてもらったり、声

を掛けていただいたり、今もですがたくさん支え
てもらい本当に感謝しています。また、闘病生活
を共に過ごしたお友達家族とも今も仲良くしてい
てとても大切な存在です。
　陸人の闘病生活では色々なことがあったけれど、
手術した後に長期治療をして、やっと治ったと思っ
たらまたすぐに再発するということを数回経験し
て私が感じたことは、未来が不安になるのは当た
り前だけれど不安だけに囚われて閉じこもるので
はなくて、毎日を大切にして過ごしていこうとい
うこと。やりたいことがあれば先延ばしにせずに
今できることをちょっとでもやろう。我慢せずに
泣こう。楽しもう。笑おう。それから、治療して
いる子供が一番辛いことは当然だけれど、支える
家族もやっぱりとても大変で、私もそうでしたが
自分を責めてしまったり、自覚なく極度に無理し
てしまっていることがありました。
　でも、親が元気で笑っていることが子供にとっ
て嬉しくて安心できることだと思うので、今の私
がもし闘病に付き添っている方と話す機会があっ
たら「時間を作るのは難しいかもしれないけれど、
病院のサポートを利用したり話を聞いてもらった
りしながら、今より少しでも自分に優しく寄り添っ
て、自分自身をもっと労って大切にしてあげて」と
声を掛けると思います。
　これからも当たり前の幸せの大切さを忘れずに、
一日一日大切に、家族や友達といっぱい一緒に笑っ
て過ごしていきたいと思います。
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当たり前の幸せ当たり前の幸せ 新任幹部職員のご案内

　こどもの“笑顔”と“頑張る力”を引き出す 『笑児
看護』を目指しています。「共働・共育・共創」を
スローガンに掲げ、チーム医療を強化し、専門性
の高い看護実践をつないでいけるよう取り組んで
います。魅力ある職場を創り、共に成長していけ
るよう頑張っていきますので、どうぞよろしくお
願いいたします。

看護部長　　松本　奈美

　４月に尼崎総合医療センターからこども病院に
着任いたしました。小児専門病院として放射線部
門では安全で楽しんで画像検査や放射線治療をし
ていただけるような創意工夫をしています。また、
画質の向上や被ばく線量管理などに取り組んで参
りますので、よろしくお願いいたします。

放射線技師長　　山﨑　弘幸

きょうだいルームについて

　３月からきょうだいルームが開設されました。ご
家族が安心して面会ができるように、入院している
お子さんのごきょうだいを預かるお部屋です。生後
３か月～小学校３年生のお子さんが利用できます。
　ご利用時間は13：30～ 15：00　15：15 ～
16：45　どちらかの時間帯で平日のみになってい
ます。無料でご利用いただけます。
　広々としたルームにはベビーベッドや乳児用の
おもちゃ、おままごと、ミニカー、ブロック等いろ

いろなおもちゃを置いています。また、折り紙や
お絵描き、DVD鑑賞もでき、お子さんの好きな遊
びをしながらご家族を待つことができます。保育
士２名が担当していますので、とっても安心です。
　「きょうだいがいるのでなかなか面会ができな
い…」と困っている方はぜひ利用してみてくださ
いね。
　ホームページにも詳しい利用方法は掲載してい
ますのでご覧ください。

楠本 京子（患者家族）

しょうに

保育士さんが
いっぱい遊んで
くれるよ！


